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会、文化のあらゆる面において日本文化の影響が根強く存在すると同時に、

下部構造までも日帝時代の枠組み、すなわち政府行政組織、教育制度、メデ

ィアの形態、徴兵制と軍隊組織、警察組織、企業構造等など、あらゆる制度
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※受領者 ※受領日 

 
※ 投稿申し込みの際は上記の「投稿申込書」を使用して下さい。なお電子メール

にて申し込みを希望される方には、添付用書式（ファイル）をお送りしますので、

編集委員会までご連絡下さい。 

研究会のあゆみ（2014 年度） 
 

第 176回：11月 19日（水） 

発表者：新本万里子 （国立民族学博物館外来研究員） 

「女が肩から網袋を提げる」ということ――パプアニューギニア・アベラム

社会のジェンダー 

司 会：諏訪春菜（総合科学研究科博士課程前期） 
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朱 健姣  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 

水羽信男  広島大学大学院総合科学研究科教授 

崔 吉城  東亜大学大学院総合学術研究科教授・広島大学名誉教授 

 

参考文献 必要に応じて「脚注」の後に別途に掲載 
連絡先 論稿末尾に執筆者の電子メールを記載（希望者のみ） 

 
（2）ページ設定 
「ワード」：ツールバーの「ファイル」→「ページ設定」にて設定 

文字数と行数 余白 用紙サイズ 

文字数 34 
上 30mm 
下 30mm 

用紙サイズ A4 
印刷の向き 横 

行数 30 外 20mm 
フォント MS 明朝 内 25mm 
フォントサイズ 9 とじしろ 0 

段数 1 ヘッダー 15mm 

横書き 
フッター 17.5mm 
印刷の向き 袋とじ 
とじしろの位置 横 

 
問い合わせ（編集委員会） 
アジア社会文化研究会代表：三木直大（広島大学大学院総合科学研究科教授） 

naomiki@hiroshima-u.ac.jp 
アジア社会文化研究会：asiasyabunken@gmail.com  
アジア社会文化研究会 ML:asiasyabunken@googlegroups.com 
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３．原稿要旨（400～600字程度で記入して下さい） 
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『アジア社会文化研究』編集委員会 

※受領者 ※受領日 

 
※ 投稿申し込みの際は上記の「投稿申込書」を使用して下さい。なお電子メール

にて申し込みを希望される方には、添付用書式（ファイル）をお送りしますので、

編集委員会までご連絡下さい。 

研究会のあゆみ（2014 年度） 
 

第 176回：11月 19日（水） 

発表者：新本万里子 （国立民族学博物館外来研究員） 

「女が肩から網袋を提げる」ということ――パプアニューギニア・アベラム

社会のジェンダー 

司 会：諏訪春菜（総合科学研究科博士課程前期） 

 

 

 

 

執筆者紹介（掲載順） 

 

新本万里子 国立民族学博物館外来研究員 

荒見泰史  広島大学大学院総合科学研究科教授 
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因幡宣亨  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 

朱 健姣  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 

水羽信男  広島大学大学院総合科学研究科教授 

崔 吉城  東亜大学大学院総合学術研究科教授・広島大学名誉教授 
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下 30mm 

用紙サイズ A4 
印刷の向き 横 

行数 30 外 20mm 
フォント MS 明朝 内 25mm 
フォントサイズ 9 とじしろ 0 

段数 1 ヘッダー 15mm 

横書き 
フッター 17.5mm 
印刷の向き 袋とじ 
とじしろの位置 横 
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アジア社会文化研究会 ML:asiasyabunken@googlegroups.com 

 

 

 

 

 

 

 
 

『アジア社会文化研究』（第 号）投稿申込書 
 

年  月  日 

名 前 

フリガナ  

日本語名  

英語名  

所 属 

連 絡 先 

住 所 

電 話 

E-mail   
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編集後記 

 本号では「地域研究と文化研究」と題した小特集を組みましたが、本誌の

英文副題は The Journal of Social and Cultural Studies です。つまり本誌は

地域の社会と文化を研究対象とするものですから、実はすべての掲載記事が

この特集名にほんらい合致したものです。小特集の２編は小説や映画をまず

「テクスト」として読み解く場所から出発していますが、そうすると、では

映画「公園」論は違うのかと問われそうです。この研究ノートが基盤として

いる方法は文化人類学です。そして文化人類学ということでは、パプアニュ

ーギニアという地域の「女が網袋を肩にかける」という事象を研究対象にし

た論文もそうです。この論文は「網袋」を「シンボル」ととらえた象徴人類

学的研究です。映画「公園」論も、「公園でのお見合い」という事象を主な対

象としている点では象徴人類学的でもあれば社会学的でもある研究になって

います。もちろん「公園お見合い」や「網袋」という事象を「テクスト」と

して読み解くという考え方もできます。また宗教儀礼に関する論文は社会文

化史的アプローチですが、儀礼という事象を対象とする点では象徴人類学の

アプローチと似ていますし、文献学的手法の援用という点ではテクスト研究

と似てもいます。 

 このように実は地域研究といい文化研究といっても、何を対象とするか、

どんな研究方法から出発するかによってきわめて多様です。しかし、最終的

には総合科学的な研究になります。地域研究とはそうした幅の広い研究領域

です。そのことを本誌を手に取って下さる若い皆さんに、とりわけ強調した

いと思います。研究会の歩みをみていただければおわかりのように、今年度

は一度しか定例研究会を開催できませんでした。研究会をになう院生諸氏の

代替わりもなかなかすすみません。地域研究を志す学部生や院生の減少傾向

も続いています。それは、総合科学研究科だけの現象ではなく、現在の日本

社会を反映しているようにも思えます。でもだからこそいま、表面的な狭隘

なものの見方にとらわれるのではなく、より広い視野からの多様な地域研究

が必要なのではないでしょうか。地域研究を志し、アジア社会文化研究会に

積極的に関わって下さる若い皆さんの登場を願ってやみません。（三木直大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『アジア社会文化研究』編集委員会 

※受領者 ※受領日 

 
※ 投稿申し込みの際は上記の「投稿申込書」を使用して下さい。なお電子メール

にて申し込みを希望される方には、添付用書式（ファイル）をお送りしますので、

編集委員会までご連絡下さい。 

研究会のあゆみ（2014 年度） 
 

第 176回：11月 19日（水） 

発表者：新本万里子 （国立民族学博物館外来研究員） 

「女が肩から網袋を提げる」ということ――パプアニューギニア・アベラム

社会のジェンダー 

司 会：諏訪春菜（総合科学研究科博士課程前期） 

 

 

 

 

執筆者紹介（掲載順） 

 

新本万里子 国立民族学博物館外来研究員 

荒見泰史  広島大学大学院総合科学研究科教授 

三木直大  広島大学大学院総合科学研究科教授 

大池真知子 広島大学大学院総合科学研究科准教授 

因幡宣亨  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 

朱 健姣  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 

水羽信男  広島大学大学院総合科学研究科教授 

崔 吉城  東亜大学大学院総合学術研究科教授・広島大学名誉教授 
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編集後記 

 本号では「地域研究と文化研究」と題した小特集を組みましたが、本誌の

英文副題は The Journal of Social and Cultural Studies です。つまり本誌は

地域の社会と文化を研究対象とするものですから、実はすべての掲載記事が

この特集名にほんらい合致したものです。小特集の２編は小説や映画をまず

「テクスト」として読み解く場所から出発していますが、そうすると、では

映画「公園」論は違うのかと問われそうです。この研究ノートが基盤として

いる方法は文化人類学です。そして文化人類学ということでは、パプアニュ

ーギニアという地域の「女が網袋を肩にかける」という事象を研究対象にし

た論文もそうです。この論文は「網袋」を「シンボル」ととらえた象徴人類

学的研究です。映画「公園」論も、「公園でのお見合い」という事象を主な対

象としている点では象徴人類学的でもあれば社会学的でもある研究になって

います。もちろん「公園お見合い」や「網袋」という事象を「テクスト」と

して読み解くという考え方もできます。また宗教儀礼に関する論文は社会文

化史的アプローチですが、儀礼という事象を対象とする点では象徴人類学の

アプローチと似ていますし、文献学的手法の援用という点ではテクスト研究

と似てもいます。 

 このように実は地域研究といい文化研究といっても、何を対象とするか、

どんな研究方法から出発するかによってきわめて多様です。しかし、最終的

には総合科学的な研究になります。地域研究とはそうした幅の広い研究領域

です。そのことを本誌を手に取って下さる若い皆さんに、とりわけ強調した

いと思います。研究会の歩みをみていただければおわかりのように、今年度

は一度しか定例研究会を開催できませんでした。研究会をになう院生諸氏の

代替わりもなかなかすすみません。地域研究を志す学部生や院生の減少傾向

も続いています。それは、総合科学研究科だけの現象ではなく、現在の日本

社会を反映しているようにも思えます。でもだからこそいま、表面的な狭隘

なものの見方にとらわれるのではなく、より広い視野からの多様な地域研究

が必要なのではないでしょうか。地域研究を志し、アジア社会文化研究会に

積極的に関わって下さる若い皆さんの登場を願ってやみません。（三木直大） 
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第 176回：11月 19日（水） 

発表者：新本万里子 （国立民族学博物館外来研究員） 

「女が肩から網袋を提げる」ということ――パプアニューギニア・アベラム

社会のジェンダー 

司 会：諏訪春菜（総合科学研究科博士課程前期） 
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荒見泰史  広島大学大学院総合科学研究科教授 

三木直大  広島大学大学院総合科学研究科教授 
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因幡宣亨  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 

朱 健姣  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 

水羽信男  広島大学大学院総合科学研究科教授 

崔 吉城  東亜大学大学院総合学術研究科教授・広島大学名誉教授 
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